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ⅠⅠ.2004.2004年年55月期中間決算（連結）月期中間決算（連結）
（単位：　百万円）（単位：　百万円）

前期（実績） 前期比 計画比(伸び）

51,460 60,000 100.0% 60,693 100.0% +17.9% +1.2%
12,940 14,960 24.9% 15,303 25.2% +18.3% +0.3%
10,528 12,850 21.4% 12,721 20.9% +20.8% ▲0.5%

2,411 2,110 3.5% 2,581 4.3% +7.1% +0.8%
2,415 2,110 3.5% 2,605 4.3% +7.9% +23.5%
1,153 1,030 1.7% 1,317 2.2% +14.2% +27.9%

営業利益
経常利益
中間純利益

当中間期(実績)

売 上高
売上総利益
販 管費

当中間期(計画)

増収減益計画から増収増益へ増収増収減益減益計画から計画から増収増益増収増益へへ
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計画との差異分析計画との差異分析

１.売上総利益　　　　　　　 　　 +4.5億
・増収による利益増 +1.7億

・利益率の増加 +2.8億

２.販管費　　 　　　　 　±0億
・医療･介護施設向けカタログ(発刊1月) ▲2億円

・サンクス関連（主に引当金繰入） +2億円

　　 (注）サンクス販売推進引当金残高　16.9億

３.雑収入他 　 +0.4億　

　　　　 対計画 経常利益差額 計 　+4.9億
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20042004年年55月期中間決算のポイント月期中間決算のポイント

１．売上高の伸長１．売上高の伸長 （前期比（前期比 +17.9%+17.9%））
　（１）お客様稼働件数の向上　（１）お客様稼働件数の向上
　　顧客セグメントに応じた稼動促進　　顧客セグメントに応じた稼動促進
　　活動の実施（　　活動の実施（RFMRFM分析の有効活用）分析の有効活用）

　（２）　（２）専門ショップ（品揃え）、専門ショップ（品揃え）、

オフィス家具（オフィス家具（付帯ｻｰﾋﾞｽ）の充実付帯ｻｰﾋﾞｽ）の充実

２．販売推進引当金（サンクスポイント）の２．販売推進引当金（サンクスポイント）の

　　残高増加　　残高増加
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1. 1. 売上高は、売上高は、+17.9%+17.9%UPUP（（前年同期比）前年同期比）
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売上高は堅調に推移売上高は堅調に推移
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287億円
前1Q比 +18.2%
前/前々+14.5%

319億円
前2Q比 +17.7%
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前期比前期比 +17.9% (+17.9% (前前//前々期比前々期比 +15.0%)+15.0%)
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購入お客様単価の推移（購入お客様単価の推移（2020日仮締め）日仮締め）
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購入お客様数の推移（購入お客様数の推移（2020日仮締め）日仮締め）
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（（22））--1 1 さらなる充実の品揃え（専門ショップ）さらなる充実の品揃え（専門ショップ）

単位:百万円

前中間期比 ： +64.4％
（新規投入＋既存商品）

前中間期比前中間期比 ：： +64.4+64.4％％
（新規投入＋既存商品）（新規投入＋既存商品）
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（（22））--2 2 付帯ｻｰﾋﾞｽを拡充したオフィス家具付帯ｻｰﾋﾞｽを拡充したオフィス家具

LAN工事:9月、引越しｻｰﾋﾞｽ：10月スタートLANLAN工事工事:9:9月、引越しｻｰﾋﾞｽ：月、引越しｻｰﾋﾞｽ：1010月月 スタートスタート
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販売推進引当金（サンクスポイント）に関して販売推進引当金（サンクスポイント）に関して

　９月カタログにて、サンクスプレゼントの制度変更を実施し、　９月カタログにて、サンクスプレゼントの制度変更を実施し、

お客様への感謝の気持ちを表す本来の姿へ変更を完了お客様への感謝の気持ちを表す本来の姿へ変更を完了

致しました。致しました。

　当面、大幅な制度変更は考えておりません。　当面、大幅な制度変更は考えておりません。

　また、上記制度変更に伴ない、ポイント行使動向・コスト等　また、上記制度変更に伴ない、ポイント行使動向・コスト等

を十分考慮して、引当金を今中間期に９．８億円を積み増しを十分考慮して、引当金を今中間期に９．８億円を積み増し

ました。ました。

【サンクスプレゼント】
　お客様への感謝のプレゼントをとおして、当社との強いつながりを目指す。
発注担当者の射幸心を刺激しての購買ではなく、会社の皆様への感謝の
プレゼントをご提供。
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ⅡⅡ 主な施策とトピックス主な施策とトピックス

1.1. ee ––化の推進化の推進 ーー ee--プラットフォームプラットフォーム

（（11）新「ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ」展開を順次開始）新「ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ」展開を順次開始
（（22）ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ注文ｻｲﾄを全面ﾘﾆｭｰｱﾙ）ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ注文ｻｲﾄを全面ﾘﾆｭｰｱﾙ

（３）シンクロマート機能強化（３）シンクロマート機能強化
（４）名古屋センター新設（４）名古屋センター新設
（物流インフラの強化）（物流インフラの強化）

2. 2. 医療・介護施設向け専門カタログ医療・介護施設向け専門カタログ についてについて
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（１）アスクルアリーナご登録企業数の推移（１）アスクルアリーナご登録企業数の推移
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（２）ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ注文ｻｲﾄを全面ﾘﾆｭｰｱﾙ（２）ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ注文ｻｲﾄを全面ﾘﾆｭｰｱﾙ
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単位 : 百万円

　１．お客様ごとの専用トップページ「マイトップ」誕生
　２．きめこまかなサービスを提供する「One To One機能」
　３．購買業務に便利な機能も満載
　４．商品の検索機能も充実　　　　　１１月２２日開始

　１．　１．お客様ごとの専用トップページ「マイトップ」誕生お客様ごとの専用トップページ「マイトップ」誕生
　２．　２．きめこまかなサービスを提供する「きめこまかなサービスを提供する「One To OneOne To One機能」機能」
　３．　３．購買業務に便利な機能も満載購買業務に便利な機能も満載
　４．　４．商品の検索機能も充実　　　　　商品の検索機能も充実　　　　　１１月２２日開始１１月２２日開始

XX社　ＸＸ ＸＸ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ売上高（受注ﾍﾞｰｽ）推移
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（４）名古屋センター新設（物流インフラの強化）（４）名古屋センター新設（物流インフラの強化）

DCMセンター
（2002/4月）

DCMセンター
（2002/4月）

横浜センター
（2001/4月）
横浜センター
（2001/4月）

仙台センター
（2000/7月）
仙台センター
（2000/7月）

福岡センター
（2000/9月）
福岡センター
（2000/9月）

e-tailing center
（2001/1月）

e-tailing center
（2001/1月）

大阪センター
（1999/9月）
大阪センター
（1999/9月）

名古屋センター
（2004/9月予定）
名古屋センター
（2004/9月予定）

・総投資額：約・総投資額：約1616億円（ﾘｰｽ契約を含む）億円（ﾘｰｽ契約を含む）
・・倉庫部分面積：延べ倉庫部分面積：延べ9,8349,834坪坪
・今期業績への影響：無・今期業績への影響：無
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Ⅱ-2.医療・介護施設向け専門カタログ事業についてⅡⅡ--2.2.医療・介護施設向け専門カタログ事業について医療・介護施設向け専門カタログ事業について

市市 場場 環環 境境

11．高いご利用意向．高いご利用意向
歯科：歯科：94%94%、医科：、医科：76%76%、介護：、介護：62%62%、病院：、病院：55%55%

２．お客さま基盤２．お客さま基盤
　　全医療施設の約３０％が既にご登録　　全医療施設の約３０％が既にご登録

33．．医療・介護施設向け消耗品商材医療・介護施設向け消耗品商材
　　　　　　市場規模市場規模 ：： 約３約３,,３００億円３００億円
・医療機関使用の一般消耗品・医療機関使用の一般消耗品 約約2,0002,000億円億円
・許認可対象の医療用消耗品・許認可対象の医療用消耗品 約約1,3001,300億円億円　

出所出所::ｱｽｸﾙ調査ｱｽｸﾙ調査
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Ⅰ 2004年5月期中間決算の総括

Ⅱ主な施策とトピックス

Ⅲ 2004年5月期決算の見通し
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ⅢⅢ 20042004年年55月期（連結）業績予想月期（連結）業績予想
（単位：　百万円）

上・下 改善

121,000 +11.5% 124,700 +14.9%
30,310 25.0% 31,150 25.0% 0.0P
24,690 20.4% 25,320 20.3% +0.1P

5,620 4.6% 5,820 4.7% +0.1P
5,600 4.6% 5,840 4.7% +0.1P
2,750 2.3% 2,980 2.4% +0.1P

期首時点 中間時点

当期純利益

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

販管費
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